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夏本番!!
やっと梅雨が明け、暑い夏が来ました

新型コロナ感染症対策をしっかりして、

楽しい夏の思い出を （脇本海水浴場）

二次元コード

左の二次元コードをス

マートフォンなどで読み

取ると市議会のホーム

ページにリンクします。

令和２年８月18日発行（№208）
阿久根市議会

阿久根市議会
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夏
休
み
授
業 

給
食
無
償
で

阿久根の食の強み、牛農家に、漁業者、鮮魚仲買人とともに経営支援金が給付される

市民・近隣住民の阿久根宿泊を助成

６月定例会　追加コロナ対策も

牛農家・漁業者牛農家・漁業者らにらに支援金支援金　　−−売上２割売上２割減で20万円減で20万円

補

正

予

算

補

正

予

算

一
般
会
計
予
算
は
初
日
に
、

学
校
給
食
休
業
に
伴
い
食
材

廃
棄
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
事

業
者
へ
の
補
助
等
が
提
出
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
最
終
日
に
は
、

次
の
事
業
が
追
加
提
案
さ
れ

ま
し
た
。売
上
げ
を
２
割
以
上

減
ら
し
た
牛
農
家
、
漁
業
者
・

鮮
魚
仲
買
人
に
20
万
円
を
給

付
す
る
事
業
。
阿
久
根
・
出
水
・

長
島
・
水
俣
の
住
民
に
当
市
宿

泊
費
を
50
％
助
成
す
る
事
業
。

夏
休
み
期
間
の
学
校
給
食
無

償
化
。国
の
ひ
と
り
親
世
帯
給

付
金
等
。
以
上
、
計
３
億
５
３

０
０
万
円
余
の
補
正
を
可
決

し
、
総
額
１
５
２
億
７
９
０
０

万
円
余
と
な
り
ま
し
た
。

（
２
・
４
Ｐ
参
照
）

条
　
例

条
　
例

人
　
事

人
　
事

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
等
の
影
響
で
、納
税
が
困

難
に
な
っ
た
市
民
か
ら
の
徴

収
を
猶
予
す
る
手
続
き
等
を

定
め
た
市
税
条
例
等
５
条
例

を
可
決
し
ま
し
た
。

（
５
Ｐ
参
照
）

陳
　
情

陳
　
情

議
会

市
へ
申
入
れ

議
会

市
へ
申
入
れ

市
の
義
務
教
育
費
の
う
ち

国
が
負
担
す
る
割
合
を
、３
分

の
１
か
ら
２
分
の
１
へ
の
復

元
を
は
か
る
た
め
、
国
の
来
年

度
予
算
に
対
す
る
意
見
書
採

択
を
求
め
た
陳
情
を
採
択
し
、

意
見
書
を
国
へ
提
出
し
ま
し

た
。 

（
３
・
５
Ｐ
参
照
）

当
議
会
は
、５
月
の
臨
時
議

会
に
上
程
さ
れ
た
予
算
案
に

つ
い
て
、
市
が
議
決
前
に
事
業

執
行
を
行
っ
て
い
た
と
し
て

善
処
を
求
め
、議
長
名
で
申
し

入
れ
ま
し
た
。（
３
Ｐ
参
照
）

農
業
委
員

農
業
委
員

中
野　

和
徳
氏
（
新　

町
） 

新

枦　
　

三
氏
（
高
之
口
） 

再

樫
八
重
玲
子
氏
（
槝
之
浦
東
）

再

髙
原　

熊
夫
氏
（
横　

手
） 

再

㞍
無
濱
俊
幸
氏
（
尻　

無
） 

再

冨
永　

勝
志
氏
（
山
下
馬
場
）

再

白
濵　

和
利
氏
（
脇
本
浜
） 

新

松
下　

輝
男
氏
（
大　

林
） 

再

石
原
勇
一
郎
氏
（
上　

原
） 

新

石
坂　

務　

氏
（
波　

留
） 

再

田
嶋　

輝
男
氏
（
折
口
東
） 

再

補
正
予
算
（
最
終
日
提
案
）

へ
の
質
疑

初
日
提
案
の
一
般
会
計
補

正
予
算
は
、
会
期
中
の
予
算

委
員
会
で
詳
細
審
議
し
ま
し

た
が
、
最
終
日
に
提
案
さ
れ

た
補
正
予
算
は
緊
急
を
要
す

と
し
て
、
予
算
委
員
会
を
省

略
し
、
本
会
議
で
同
日
の
質

疑
・
議
決
を
行
い
ま
し
た
。

議
会
の
基
礎
知
識

議
会
の
基
礎
知
識

白
石
議
員　

特
定
の
業
種
だ

け
を
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
支
援

す
る
理
由
は
。

市
長　

観
光
基
軸
の
ま
ち
づ

く
り
で
、
食
の
強
み
を
生
か

す
た
め
の
施
策
だ
。

中
面
議
員　

現
対
象
業
種
以

外
の
全
市
民
の
業
種
支
援
は
。

市
長　

損
失
補
填
で
は
な
い

が
、
次
の
対
策
を
考
え
る
上

で
他
業
種
の
状
況
も
参
考
に

す
る
。

山
田
議
員　

明
日
の
食
事
に

も
困
る
市
民
は
い
る
か
の
把

握
は
。

福
祉
課
長　

生
活
保
護
数
は

変
わ
ら
な
い
が
、
小
口
貸
付

け
等
相
談
数
は
増
え
て
い
る
。
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教
育
委
員
会
は
、議
会
全
員

協
議
会
に
、学
校
規
模
適
正
化

基
本
方
針
を
伝
え
ま
し
た（
６

月
15
日
付
で
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
）
。

４
年
後
を
目
途
に
、現
在
の

阿
久
根
、
大
川
、
西
目
、
山
下
、

鶴
川
内
、
田
代
、
尾
崎
の
７
小

学
校
を
統
合
し
て
新
し
い
小

学
校
と
し
、旧
阿
久
根
高
校
の

跡
地
を
候
補
地
と
す
る
こ
と
。

中
学
校
は
阿
久
根
中
、鶴
川

内
中
を
統
合
し
て
、新
中
学
校

と
し
、
校
舎
に
つ
い
て
は
、
現

在
の
阿
久
根
中
学
校
と
す
る

こ
と
。

折
多
小
学
校
、脇
本
小
学
校

と
三
笠
中
学
校
は
存
続
し
、脇

本
小
と
三
笠
中
は
小
中
一
貫

教
育
校
を
将
来
的
に
目
指
す
、

と
い
う
も
の
で
す
。

教
育
委
員
会
は
保
護
者
と

地
元
へ
の
説
明
会
を
７
月
以

降
に
開
催
し
て
い
ま
す
が
、

議
会
で
も
市
民
の
皆
様
の
声

に
耳
を
傾
け
、
子
ど
も
た
ち

や
保
護
者
、
地
域
に
と
っ
て

最
善
の
学
校
の
在
り
方
を
議

論
し
て
ま
い
り
ま
す
。

９
小
学
校
を
３
校
・
３
中
学
校
を
２
校
に

学
校
規
模
適
正
化
方
針　

教
育
委
員
会　

発
表

小
中
学
校
の
現
所
在
地
と
、
基
本
方
針
と
し

て
発
表
さ
れ
た
統
廃
合
後
の
学
校
位
置
図

教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度２分の１復

元をはかるための、2021年度政府予算に係る意見書

（要約）

新型コロナウイルス感染症対策として、３月には全国

一斉に臨時休業が行われ、以降も休業の延長や再休業す

る学校があり、現場では学びの保障や心のケア、感染症

対策など教職員が不断の努力を続けています。

学校現場では、新学習指導要領の対応だけでなく、貧

困・いじめ・不登校など解決すべき課題が山積しており、

教材研究や授業準備の時間を十分に確保することが困難

な状況となっています。ゆたかな学びや学校の働き方改

革を実現するためには、加配措置ではなく抜本的な定数

改善が不可欠です。

義務教育費国庫負担制度は小泉政権下の中で国庫負担

率が２分の１から３分の１に引き下げられました。独自

財源により人的措置等を行っている自治体もあります

が、自治体間の教育格差が生じることは大きな問題です。

国は定数改善に向けた財源保障をし、子どもたちが全国

のどこに住んでいても一定の水準の教育を受けられるこ

とが憲法上の要請です。

こうした観点から、2021年度政府予算編成において次

の措置を講じられるよう強く要請します。

１　計画的な教職員定数改善を推進すること

２　教育の機会均等と水準の維持向上を図るため、義務

教育費国庫負担制度の負担割合を２分の１に復元する

こと

陳情を採択して国へ提出した意見書（要約）

阿久根市長　西平　良将　殿

阿久根市議会議長　野畑　直

予算議決前の事業執行に関する申入書

令和２年５月22日開会の令和２年第１回阿久根市

議会臨時会において、令和２年度阿久根市一般会計

補正予算（第２号）に係る市内宿泊・飲食店固定経

費補助事業に関する議案の質疑で、予算議決前に当

該対象事業者等に申請書及び案内文書を配付すると

ともに、申請書の受付を行っていたことが判明しま

した。

御承知のとおり、予算は、住民の代表である長が

作成し、もう一方の住民の代表である議会が議決す

ることによって成立します。これは、地方公共団体

の行財政運営に住民の意思を反映させることが趣旨

であり、議会の予算議決に基づかない事業執行は、

法令に違反するおそれがあるとともに、議会との関

係を損なうことになり、甚だ遺憾であります。

以上のことを踏まえ、今後の市政執行においては

予算等議決前に事業を開始することがないよう強く

申し入れます。

市議会から市へ提出した申入書
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委
員
会
報
告

委
員
会
報
告

予

算

委

員

会

濵
﨑　

國
治　

委
員
長

補正予算

（第３号）

原案可決

全会一致

国からの交付金の増額により、市道折

口大辺志線の工事区間を延長

（手前：施工済み）

※
委
員
会
と
本
会
議
の
審
査

結
果
は
異
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

令
和
２
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
３
号
）
を
６
月

19
日
に
審
査
し
ま
し
た
。

主
な
質
疑
と
答
弁

環
境
基
本
計
画

委
員　

定
期
監
査
報
告
で
環

境
基
本
計
画
が
令
和
元
年
度

に
終
了
し
て
い
な
が
ら
、
令

和
２
年
度
に
策
定
し
て
い
な

い
と
の
指
摘
が
あ
っ
た
。
な

ぜ
策
定
し
な
か
っ
た
の
か
。

課
長　

庁
内
で
の
会
議
は
重

ね
て
き
た
が
、
実
情
と
し
て

策
定
ま
で
至
ら
な
か
っ
た
。

予
算
の
議
決
後
、
早
急
に
取

り
組
み
た
い
。

畜
産
業
の
振
興

委
員　

畜
産
業
費
で
畜
産
ク

ラ
ス
タ
ー
事
業
補
助
金
３
８

４
９
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い

る
。
32
戸
の
畜
産
ク
ラ
ス

タ
ー
協
議
会
員
の
内
、
補
助

事
業
対
象
の
事
業
実
施
は
何

戸
の
畜
産
農
家
か
。

課
長　

こ
の
事
業
は
、
令
和

２
年
度
以
前
か
ら
計
画
を
進

め
て
お
り
、
国
が
２
分
の
１

を
補
助
す
る
事
業
で
、
１
畜

産
農
家
が
事
業
を
実
施
す
る
。

観
光
の
振
興
策

委
員　

海
を
活
用
し
た
体
験

観
光
費
１
８
０
万
円
で
シ
ー

カ
ヤ
ッ
ク
等
を
購
入
し
よ
う

と
し
て
い
る
が
、
数
量
と
保

管
場
所
は
ど
こ
か
。

課
長　

シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
３
艇
、

サ
ッ
プ
３
艇
を
購
入
し
、
水

産
振
興
セ
ン
タ
ー
に
保
管
す

る
予
定
で
あ
る
。

委
員　

牛
ノ
浜
駅
で
の
観
光

列
車
の
停
車
時
間
中
に
整
備

が
進
ん
だ
頼
山
陽
公
園
へ
の

案
内
は
で
き
な
い
か
。

課
長　

Ｊ
Ｒ
九
州
と
具
体
的

に
協
議
し
て
い
な
い
が
、
20

分
間
で
の
移
動
で
大
丈
夫
で

あ
れ
ば
検
討
し
た
い
。

建
築
・
住
宅
の
管
理

委
員　

今
回
、
建
築
住
宅
関

係
の
業
務
を
進
め
る
た
め
、

会
計
年
度
任
用
職
員
を
採
用

し
、
市
営
住
宅
等
の
維
持
管

理
や
改
修
等
の
積
算
、
設
計

に
取
り
組
む
予
定
か
。

課
長　

今
年
度
の
建
築
住
宅

関
係
で
工
事
監
理
が
約
20
件
、

事
業
費
は
８
億
円
で
あ
る
。

正
規
職
員
と
分
担
し
施
工
管

理
、
設
計
監
理
の
業
務
を
進

め
た
い
。

教
育
関
係

委
員　

三
笠
中
学
校
１
号
棟

の
改
修
工
事
費
約
１
３
４
４

万
円
は
、
校
舎
に
ひ
び
割
れ

が
発
見
さ
れ
た
た
め
の
増
額

で
あ
る
と
聞
い
た
が
。

課
長　

改
修
工
事
の
初
期
の

段
階
で
内
装
等
を
撤
去
し
た

際
、
一
部
の
梁
や
床
に
ひ
び

割
れ
が
発
見
さ
れ
た
た
め
、

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
劣
化

を
防
ぐ
補
修
工
事
を
追
加
す

る
も
の
で
あ
る
。

委
員　

三
笠
中
学
校
の
改
修

工
事
は
、
令
和
元
年
に
着
手

し
て
い
る
が
完
成
の
時
期
は
。

課
長　

建
築
工
事
は
５
月
を

予
定
し
て
い
た
が
、
入
札
の

不
調
等
に
よ
り
、
２
か
月
遅

れ
の
７
月
の
完
了
を
予
定
し

て
い
る
。

委
員　

公
民
館
費
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
助
成
事
業
は
ど
の
よ

う
な
組
織
に
適
用
さ
れ
る
の

か
。
ま
た
、
手
続
き
や
事
業

内
容
の
紹
介
は
ど
の
よ
う
に

行
っ
て
い
る
の
か
。

課
長　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織

は
、
自
治
会
、
町
内
会
、
自

主
防
災
組
織
等
の
地
域
に
密

着
し
て
活
動
す
る
団
体
で
あ

る
。
意
向
調
査
と
案
内
を
兼

ね
、
昨
年
は
各
区
長
に
文
書

で
知
ら
せ
た
。

委
員　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

の
運
営
で
、
学
校
臨
時
休
業

対
策
費
補
助
事
業
は
、
他
の

自
治
体
で
は
契
約
し
て
納
入

さ
れ
た
食
材
を
市
民
に
販
売

し
た
と
の
報
道
が
あ
っ
た
。

本
市
で
は
検
討
さ
れ
な
か
っ

た
の
か
。

課
長　

い
ろ
い
ろ
検
討
し
た

が
、
納
入
業
者
に
発
注
し
た

分
は
、
物
資
の
納
入
を
キ
ャ

ン
セ
ル
し
、
仕
入
れ
を
止
め

る
こ
と
が
で
き
た
た
め
、
実

際
に
給
食
セ
ン
タ
ー
に
物
資

の
納
入
は
な
か
っ
た
。

介
護
保
険
料
の
軽
減

委
員　

低
所
得
者
の
保
険
料

軽
減
負
担
金
５
６
９
０
万
円

が
国
・
県
か
ら
の
入
金
が
あ

る
。
本
市
の
所
得
が
少
な

か
っ
た
こ
と
で
の
負
担
か
。

課
長　

消
費
税
が
10
％
に
上

が
っ
た
関
係
で
、
国
か
ら
２

分
の
１
、
県
か
ら
４
分
の
１

の
負
担
が
あ
り
、
介
護
保
険

特
別
会
計
に
繰
り
出
す
も
の
。

国からの交付金の増額により、市営春畑住

宅の外装等を改修

（左：改修済み・右：改修中）
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総
務
文
教
委
員
会

濵
田　

洋
一　

委
員
長

産
業
厚
生
委
員
会

岩
﨑　

健
二　

委
員
長

税条例の

一部改正

原案可決

全会一致

保育事業等の運営

基準条例の改正

原案可決

全会一致

国民健康保険

条例の改正

原案可決

全会一致

介護保険

条例の改正

原案可決

全会一致

教職員定数改善等をは

かる意見書採択の陳情

採　択

全会一致

主
な
質
疑
と
答
弁

委
員　

国
が
決
定
し
た
文
章

を
市
の
条
例
や
規
則
に
書
き

直
し
た
だ
け
の
よ
う
に
思
う

が
、
市
独
自
の
も
の
が
あ
る

か
。

課
長　

地
方
税
法
の
改
正
に

伴
う
も
の
で
あ
り
、
市
独
自

の
改
正
は
な
い
。

委
員　

例
え
ば
、
保
育
事
業

等
の
運
営
基
準
条
例
の
改
正

の
よ
う
に
、
大
量
の
文
章
を

た
っ
た
３
条
に
ま
と
め
て
お

り
、
国
の
基
準
を
も
っ
て
そ

の
基
準
と
し
て
い
る
。
必
要

な
事
項
は
、
市
長
が
別
に
定

め
る
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ

の
議
案
も
同
じ
や
り
方
を
し

て
も
よ
い
と
思
う
が
。

所
管
課
の
説
明

課
長　

条
例
は
、
全
て
の
子

供
が
健
や
か
に
成
長
す
る
た

め
の
環
境
を
等
し
く
確
保
す

る
こ
と
を
目
指
し
た
基
準
を

定
め
た
も
の
。
今
回
、
法
律

の
改
正
に
伴
い
、
条
例
を
改

正
す
る
も
の
で
あ
る
。

所
管
課
の
説
明

課
長　

改
正
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
感
染
、

ま
た
は
感
染
の
疑
い
が
あ
り

服
務
で
き
な
く
な
っ
た
被
用

者
等
に
対
す
る
、
傷
病
手
当

金
の
支
給
に
つ
い
て
追
加
す

る
も
の
で
あ
る
。

所
管
課
の
説
明

課
長　

消
費
税
率
が
10
％
に

引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
低
所
得
者
の
負
担
の
軽

減
を
図
る
た
め
、
保
険
料
を

軽
減
す
る
も
の
で
あ
る
。

主
な
意
見
等

委
員　

意
見
書
採
択
内
容
と

要
望
事
項
に
つ
い
て
、
い
ず

れ
も
理
解
で
き
る
た
め
採
択

で
よ
い
。

委
員　

今
回
、
提
出
さ
れ
た

陳
情
書
に
つ
い
て
は
、
採
択

で
よ
い
。

主
な
討
議

委
員　

陳
情
書
に
は
、
意
見

書
採
択
の
要
請
も
あ
り
意
見

書
の
内
容
を
確
認
し
な
い
と

採
択
で
き
な
い
の
で
は
な
い

か
。

委
員　

陳
情
者
の
趣
旨
を
踏

ま
え
意
見
書
案
文
を
作
成
し
、

採
択
す
べ
き
と
思
う
の
で
、

陳
情
趣
旨
を
ま
と
め
そ
れ
を

確
認
し
内
容
の
２
項
目
に
つ

い
て
関
係
機
関
へ
の
意
見
書

と
し
て
提
出
す
べ
き
と
思
う
。

課
長　

国
か
ら
地
方
税
法
に

関
す
る
通
達
が
あ
り
最
低
限

の
部
分
改
正
に
つ
い
て
は
、

条
例
で
定
め
る
こ
と
と
な
っ

て
い
る
。

委
員　

地
方
税
法
が
定
め
ら

れ
て
お
り
、
こ
の
部
分
改
正

を
市
の
条
例
に
定
め
な
い
と

税
金
徴
収
が
で
き
な
い
と
思

う
が
、
仮
に
定
め
な
い
と
す

る
と
市
税
を
市
民
か
ら
徴
収

す
る
と
い
う
の
は
、
ど
う
な

る
か
。

課
長　

市
税
条
例
に
基
づ
き

徴
収
を
行
う
の
で
、
そ
れ
を

規
定
さ
れ
て
い
な
い
部
分
で

の
課
税
ま
た
は
、
徴
収
を
し

た
場
合
、
違
法
な
部
分
が
発

生
す
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
る
。

市
議
会
議
員
と
し
て
10
年

以
上
、
市
政
の
振
興
に
努
め

た
功
績
に
よ
り
、
写
真
の
４

議
員
が
全
国
市
議
会
議
長
会

か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
も
市
政
の
発
展
、
市

民
福
祉
の
向
上
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

勤
続
議
員
表
彰

濵﨑　國治議員 中面　幸人議員 牟田　学議員 野畑　直議員（議長）
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令和２年第２回定例会　議案・審議・議決結果

議
案
等
番
号

内容

議員名（議席番号順）

議
決
結
果

竹
之
内
和
満

川
上　

洋
一

濱
門　

明
典

白
石　

純
一

濵
田　

洋
一

竹
原　

信
一

濵
﨑　

國
治

中
面　

幸
人

牟
田　
　

学

岩
﨑　

健
二

木
下　

孝
行

濵
之
上
大
成

山
田　
　

勝

仮
屋
園
一
徳

野
畑　
　

直

議39
〜
議49

農業委員会の委員の任命 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ - 同意

議50 消防団員等公務災害補償条例の改正 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ － 可決

議51 税条例の一部改正 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ － 可決

議52
特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に
関する基準を定める条例の一部改正

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ － 可決

議53 国民健康保険条例の一部改正 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ － 可決

議54 介護保険条例の一部改正 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ － 可決

議55 令和２年度阿久根市一般会計補正予算（第３号） ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ － 可決

議56
令和２年度阿久根市国民健康保険特別会計補正予算
（第１号）

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ － 可決

議57
令和２年度阿久根市介護保険特別会計補正予算（第１
号）

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ － 可決

議58 令和２年度阿久根市一般会計補正予算（第４号） ◇ ◇ ◆ ◆ ◇ ◆ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ － 可決

陳３
教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度２分の１復
元をはかるための、2021年度政府予算に係る意見書採
択の陳情

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ － 採択

意１
教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度２分の１復
元をはかるための、2021年度政府予算にかかる意見書

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ - 可決

【表の見方】　議：議案　陳：陳情　意：意見書　＊：全会一致　◇：賛成　◆：反対　－：表決権なし

○野畑直議員は議長職のため特別多数議決を除く議案については、表決（賛成、反対の意思表示）権はありません。

討

論

議
案
第
58
号

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

反
対 

白
石　

純
一
議
員

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
不
況
に

陥
っ
た
市
内
事
業
者
を
等
し

く
公
平
に
救
済
す
べ
き
と
こ

ろ
、
特
定
の
業
種
の
み
の
支

援
で
は
、
公
平
な
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
理
念
に
反
す
る
。

薄
く
で
も
、
売
上
を
落
と

し
た
全
て
の
業
種
の
方
々
を

広
く
支
援
し
、
よ
り
支
援
が

必
要
な
業
種
に
は
ピ
ン
ポ
イ

ン
ト
で
厚
く
追
加
支
援
を
す

る
制
度
設
計
を
行
う
べ
き
。

反
対 

竹
原　

信
一
議
員

泊
ま
っ
て
応
援
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
は
、
例
年
の
件
数
か

ら
５
か
月
で
20
件
、
お
よ
そ

８
万
円
に
な
り
そ
う
だ
が
、

予
算
総
額
５
１
０
万
円
。
宣

伝
費
用
に
10
万
円
。
実
質
使

わ
れ
る
の
は
８
万
円
。
出
水

市
か
ら
の
提
案
だ
っ
た
か
ら

と
言
っ
て
、
こ
れ
は
考
え
が

な
さ
す
ぎ
。
宿
泊
業
の
魅
力

を
ア
ッ
プ
す
る
た
め
に
使
う

こ
と
を
考
え
る
べ
き
。

206号に寄せられた、皆さまの貴重なご意見を紹介します。206号に寄せられた、皆さまの貴重なご意見を紹介します。

208号でも、たくさんの応募・ご意見をお待ちしております。208号でも、たくさんの応募・ご意見をお待ちしております。
ク
イ
ズ
応
募
者
か
ら
の
声
を
紹
介

海
岸
を
生
か
し

た
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
期
待
し
ま
す
。

（
40
代　

男
性
）

ク
イ
ズ
が
あ
る
よ

う
に
な
り
、
さ
ら
に

じ
っ
く
り
読
む
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

将
来
を
担
う
子
供

た
ち
の
た
め
、
今
後

も
出
産
・
子
育
て
、

教
育
に
力
を
入
れ
て

い
た
だ
け
れ
ば
嬉
し

く
思
い
ま
す
。

（
40
代　

男
性
）

寺
島
宗
則
旧
家
に

は
ゆ
っ
く
り
見
学
に

行
っ
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

（
60
代　

男
性
）

昨
年
、
本
町
に
来

ま
し
た
。
静
か
で
空

気
も
よ
く
、
元
気
に

な
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

（
60
代　

男
性
）

出
生
祝
い
商
品

券
の
引
き
上
げ
は

大
変
あ
り
が
た

い
。
一
人
で
も
多

く
の
新
生
児
が
産

ま
れ
ま
す
よ
う
お

祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。（

50
代　

男
性
）

議
会
だ
よ
り
で

市
の
予
算
な
ど
よ

く
分
か
り
助
か
り

ま
す
。

（
60
代　

女
性
）

出
生
祝
い
商
品

券
が
一
律
10
万
円

に
な
っ
た
こ
と

は
、
こ
れ
か
ら
の

子
育
て
に
と
て
も

よ
い
。

（
30
代　

女
性
）

阿
久
根
市
は
企
業

が
少
な
い
の
で
、
企

業
誘
致
に
力
を
入
れ

れ
ば
人
口
増
に
つ
な

が
る
と
思
い
ま
す
。

（
50
代　

女
性
）
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動画視聴

⬅

白
石　

議
会
議
決
前
の
事
業

執
行
は
議
会
軽
視
で
は
。

市
長　

業
者
の
早
い
給
付
を
、

と
の
声
で
書
類
送
付
し
た
。

白
石　

臨
時
議
会
を
早
期
に

開
け
ば
済
む
こ
と
。
６
月
１

日
組
織
加
入
条
件
も
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ｈ
Ｐ
）
告
知

は
６
月
８
日
ま
で
な
か
っ
た
。

商
工
観
光
課
長　

６
月
１
日

ま
で
に
１
０
０
％
に
近
い
店

舗
を
回
っ
た
自
負
は
あ
る
。

白
石　

実
際
に
は
案
内
か
ら

漏
れ
た
業
者
複
数
あ
り
、
私

の
指
摘
で
給
付
さ
れ
た
。
会

議
所
報
告
の
み
で
リ
ス
ト
作

り
、
市
独
自
判
断
を
怠
っ
た
。

県
Ｈ
Ｐ
で
確
認
で
き
る
が
。

商
工
観
光
課
長　

県
Ｈ
Ｐ
は

拝
見
し
て
い
な
い
。

白
石　

飲
食
宿
泊
業
者
で
も
、

２
組
織
に
加
入
し
て
い
な
け

れ
ば
給
付
さ
れ
な
い
。
こ
の

方
々
の
税
金
も
原
資
だ
が
。

商
工
観
光
課
長　

各
店
の
理

由
で
加
入
さ
れ
て
い
な
い
。

国
民
宿
舎
、Ｈ
Ｋ
Ｒ
は
応
募
書
・

協
定
成
果
と
も
に
不
提
出

白
石　

市
民
事
業
者
の
応
募

書
類
は
、
Ｈ
Ｋ
Ｒ
不
提
出
と

の
理
由
で
審
査
員
に
見
せ
る

こ
と
な
く
、
市
長
が
Ｈ
Ｋ
Ｒ

と
の
協
定
を
発
表
。
協
定
で

定
め
た
具
体
の
成
果
も
提
出

さ
れ
て
い
な
い
。
Ｈ
Ｋ
Ｒ
優

遇
で
は
。

副
市
長　

選
定
委
員
会
の
結

論
と
協
定
は
別
の
話
だ
。

学
校
統
合　

地
域
へ
影
響
は

白
石　

９
小
学
校
を
３
校
に

統
合
。
地
域
へ
の
影
響
は
。

教
育
長　

一
般
的
に
は
学
校

中
心
の
地
域
活
動
の
目
的
が

な
く
な
る
等
が
考
え
ら
れ
る
。

答各店の理由で組織非加入

問不給付業者税も原資だが

白石　純一　議員

飲
食
宿
泊
支
援

飲
食
宿
泊
支
援

議会軽視の議決前事業先行では？

６月１日組織加入条件の市ＨＰ告知が６月

８日。県ＨＰで確認できる給付案内対象に

複数の漏れ。給付は２組織へ加入条件。な

ど、制度設計・運用に疑問。

一 般 質 問一 般 質 問

令
和
２
年
第
２
回
定
例
会
で
は
、
５
名
の
議
員
が

一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

※　

写
真
は
マ
ス
ク
を
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
質

問
は
マ
ス
ク
着
用
で
行
い
ま
し
た
。

１　

白
石　

純
一　

議
員
「
飲
食
宿
泊
支
援
」

２　

濵
田　

洋
一　

議
員
「
危
機
管
理
体
制
」

３　

濱
門　

明
典　

議
員
「
コ
ロ
ナ
対
策
」

４　

竹
原　

信
一　

議
員
「
固
定
資
産
税
」

５　

山
田　

勝　
　

議
員
「
コ
ロ
ナ
対
策
」

掲
載
内
容
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
議
員
が

行
っ
た
一
般
質
問
の
主
な
項
目
に
つ
い
て
の
質
問
と

答
弁
の
要
旨
で
あ
り
、
質
問
者
が
ま
と
め
、
広
報
広

聴
委
員
会
が
編
集
し
た
も
の
で
す
。

各議員が市政を問う各議員が市政を問う

一
般
質
問
動
画
の
視
聴
に
つ
い
て

議
員
写
真
の
左
下
に
あ
る
二
次
元
コ
ー
ド
を
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
読
み
取
る
と
各
議
員
の
一
般

質
問
を
Ｙ
ｏ
ｕ 

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
視
聴
で
き
ま
す
。

視
聴
の
際
は
デ
ー
タ
通
信
料
が
発
生
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
御
了
承
下
さ
い
。
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大雨で増水した大川川

（大川出張所前）

濵
田　

危
険
が
想
定
さ
れ
る

河
川
の
対
策
事
業
は
、
ど
の

よ
う
な
状
況
か
。

市
長　

現
在
、
高
松
川
等
の

寄
り
洲
除
去
・
伐
採
を
行
っ

濱
門　

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の

影
響
に
よ
る
不
況
下
の
中
、

市
の
役
職
員
は
、
こ
ん
な
時

こ
そ
身
を
切
る
政
策
を
考
え

て
は
ど
う
か
。

答感染症対策に万全を期す

答今後慎重に検討したい

問複合災害が懸念されるが

問身を切る政策を考えては

濵田　洋一　議員

濱門　明典　議員

危
機
管
理
体
制

危
機
管
理
体
制

コ

ロ

ナ

対

策

コ

ロ

ナ

対

策

て
い
る
。
今
後
は
、
護
岸
補

修
２
河
川
、
寄
り
洲
除
去
７

河
川
、
伐
採
を
５
河
川
に
て

実
施
予
定
で
あ
る
。

濵
田　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
感
染
と
豪
雨
災
害
の
複
合

災
害
が
懸
念
さ
れ
る
が
、
避

難
所
も
「
３
密
」
が
生
じ
や

す
く
集
団
感
染
の
危
険
性
も

あ
る
。
感
染
防
止
と
災
害
対

策
の
両
立
を
ど
う
図
る
か
。

市
長　

避
難
所
に
お
い
て
は
、

避
難
者
の
健
康
状
態
の
確
認
、

距
離
の
確
保
、
十
分
な
換
気
、

パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
等
で
の
間

仕
切
り
な
ど
感
染
症
対
策
に

万
全
を
期
す
。

濵
田　

避
難
所
の
他
に
（
※
）

分
散
避
難
も
必
要
と
考
え
る

が
。

市
長　

過
密
状
態
を
防
ぐ
た

め
分
散
避
難
の
周
知
も
行
う

必
要
が
あ
る
。

濵
田　

自
主
防
災
組
織
の
必

要
性
と
活
動
が
、
今
後
ま
す

ま
す
重
要
と
考
え
る
が
。

市
長　

防
災
の
実
効
性
が
高

ま
る
よ
う
取
組
み
を
進
め
る
。

濵
田　

一
般
災
害
、
風
水
害

等
に
お
い
て
大
規
模
な
災
害

が
発
生
し
た
場
合
、
ど
の
よ

う
な
体
制
を
想
定
し
て
い
る

か
。

市
長　

災
害
対
策
本
部
を
設

置
し
て
、
発
災
直
後
の
情
報
、

連
絡
、
活
動
体
制
を
確
立
す

る
。
並
行
し
て
、人
命
救
助
・

救
急
、
医
療
、
消
火
等
の
応

急
対
策
活
動
を
迅
速
か
つ
的

確
に
実
施
す
る
体
制
を
構
築

す
る
。

※　

安
全
な
地
域
の
知
人
・

友
人
宅
へ
の
避
難

市
長　

私
を
は
じ
め
、
特
別

職
の
給
料
の
取
り
扱
い
は
、

今
後
の
市
内
の
経
済
状
況
を

踏
ま
え
、
他
の
自
治
体
の
取

り
組
み
も
参
考
に
し
、
慎
重

に
検
討
し
た
い
。

濱
門　

市
独
自
の
支
援
は
し

て
い
る
が
、
こ
れ
は
市
民
の

税
金
だ
。
他
の
自
治
体
で
も
、

肝
付
町
長
20
％
削
減
、
熊
本

市
長
ボ
ー
ナ
ス
返
上
、
鹿
児

島
県
知
事
も
７
月
給
与
20
％

削
減
、
薩
摩
川
内
市
も
７
月

〜
10
月
ま
で
の
給
与
を
市
長

20
％
、
副
市
長
、
教
育
長

10
％
減
額
す
る
な
ど
の
対
策

を
立
て
て
い
る
。

市
長　

全
国
各
地
の
自
治
体

の
給
与
や
賞
与
の
削
減
は
把

握
し
て
い
る
。

尻
無
本
線
の
道
路
整
備

濱
門　

イ
ノ
シ
シ
、
シ
カ
に

よ
る
落
石
、
落
石
に
よ
る
タ

イ
ヤ
の
パ
ン
ク
、
側
溝
の
詰

ま
り
、
車
の
離
合
も
大
変
な

状
況
で
何
と
か
な
ら
な
い
か
。

市
長　

人
口
減
少
に
伴
い
、

道
路
拡
幅
を
伴
う
改
良
工
事

を
行
う
状
況
に
は
な
い
。
こ

れ
ま
で
は
、
市
の
道
路
維
持

作
業
班
に
よ
り
、
そ
の
都
度

実
施
し
て
き
た
が
、
今
後
も

危
険
箇
所
を
確
認
、
落
石
防

止
柵
や
離
合
箇
所
の
整
備
等

を
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

・
虚
偽
答
弁
処
罰
に
つ
い
て

・
大
川
中
廃
校
後
の
取
扱
い

こういう時こそ市長が先頭になって、身を切

る覚悟を示してほしい （写真：読売新聞）
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山
田　

特
別
定
額
給
付
金
支

払
事
務
の
執
行
状
況
は
。

市
長　

４
月
30
日
国
の
補
正

予
算
成
立
を
受
け
て
、
補
正

予
算
の
専
決
処
分
を
行
い
、

５
月
１
日
か
ら
の
国
の
運
用

開
始
に
合
わ
せ
、
オ
ン
ラ
イ

ン
申
請
受
付
を
開
始
。
５
月

８
日
に
は
７
件
２
１
０
万
円

を
口
座
に
振
込
み
、
県
で
最

も
早
い
支
給
開
始
と
な
っ
た
。

郵
送
に
よ
る
申
請
は
５
月

竹
原　

家
が
建
っ
て
い
な
い

状
況
で
宅
地
に
な
っ
て
い
る

の
は
ど
れ
ほ
ど
あ
る
か
。

税
務
課
長　

千
件
近
く
抽
出

さ
れ
て
い
る
。

竹
原　

千
件
も
あ
る
。
こ
れ

は
い
け
な
い
、
高
い
税
金
を

払
わ
な
く
て
も
い
い
の
に
払

わ
さ
れ
て
い
る
。
市
長
、
何

を
指
導
し
て
い
る
ん
だ
。

市
長　

調
査
を
適
時
行
い
な

が
ら
し
っ
か
り
し
た
対
応
を

８
日
か
ら
配
達
、
11
日
受
付

開
始
、
19
日
口
座
振
込
み
に

よ
る
支
給
開
始
と
な
っ
た
。

山
田　

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
を

す
る
方
々
に
ど
の
様
な
努
力

を
さ
れ
た
か
。

課
長　

申
請
を
さ
れ
た
方
々

は
既
に
こ
の
よ
う
な
情
報
に

接
し
て
お
ら
れ
手
続
き
さ
れ

た
も
の
だ
と
理
解
し
て
い
る
。

山
田　

本
当
に
政
治
の
光
が

欲
し
い
人
は
オ
ン
ラ
イ
ン
申

請
の
で
き
な
い
人
達
。
郵
便

に
よ
る
申
請
は
、
長
島
町
・

出
水
市
は
職
員
が
夜
通
し
頑

張
っ
て
12
日
に
支
払
い
を
開

始
し
た
。
市
は
オ
ン
ラ
イ
ン

申
請
の
で
き
る
優
秀
７
人
を

対
象
に
政
治
を
し
て
い
る
の

し
て
い
き
た
い
。

家
賃
等
固
定
経
費
支
援
給
付

金竹
原　

商
工
会
議
所
と
飲
食

店
組
合
の
会
員
に
だ
け
出
す

給
付
金
20
万
円
は
５
年
間
の

縛
り
が
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。

中
途
脱
会
し
て
も
返
さ
な
く

て
い
い
の
か
。

市
長　

事
業
活
動
を
や
め
ざ

る
を
得
な
い
状
況
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
返
金
は
求
め
な
い
。

か
。
出
来
な
い
一
般
の
市
民

に
対
し
て
政
治
を
し
い
る
の

か
。

市
長　

郵
便
に
よ
る
申
請
・

給
付
に
つ
い
て
も
、
口
座
を

持
た
れ
な
い
方
に
対
す
る
現

金
給
付
も
考
え
、
幅
広
く
柔

軟
に
対
応
で
き
る
体
制
を
つ

く
っ
て
き
た
。

そ
の
他
の
質
問

・
農
業
・
漁
業
へ
の
支
援

・
飲
食
店
を
含
む
各
事
業
者

へ
の
支
援

・
今
後
の
財
政
運
営
に
つ
い

て

財
政
計
画
に
つ
い
て

竹
原　

箱
物
を
作
り
交
流
を

止
め
た
。
定
年
退
職
の
職
員

を
全
員
再
雇
用
し
て
、
さ
ら

に
11
人
新
し
く
入
れ
る
。
中

長
期
財
政
計
画
は
今
か
ら
作

る
。
人
口
は
減
る
、
収
入
は

減
る
と
い
う
状
況
に
職
員
を

増
や
し
て
ど
う
す
る
の
か
。

市
長　

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低

下
を
招
か
な
い
よ
う
採
用
を

行
っ
て
い
る
。

答全庁体制で取り組む

答1,000件近い

問10万円給付金について

問家無し宅地は何件あるか

山田　勝　議員

竹原　信一　議員

コ

ロ

ナ

対

策

コ

ロ

ナ

対

策

固

定

資

産

税

固

定

資

産

税

特別定額給付金はマイナンバーカードを利

用したオンラインでの申請ができたが、多

くの方にとって手続きは複雑で難しいもの

であった

211

平成25年度と比較して、
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行　

阿
久
根
市
議
会

作
成
者　

広
報
広
聴
委
員
会

委

員

長　

白
石　

純
一

副
委
員
長　

濵
﨑　

國
治

委

員　

竹
之
内
和
満

〃

　

川
上　

洋
一

〃

　

濱
門　

明
典

〃

　

岩
﨑　

健
二

委
員
か
ら
一
言

脇
本
海
水
浴
場
と
大
川
島

海
水
浴
場
が
７
月
４
日
に
開

場
し
ま
し
た
。
阿
久
根
大
島

海
水
浴
場
は
、
残
念
な
が
ら

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
開
場
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
来
年
は
誰
も
が

楽
し
い
夏
を
満
喫
で
き
る
よ

う
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

夏
休
み
や
お
盆
休
み
等
で

各
地
域
か
ら
帰
省
さ
れ
た

方
々
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
県
を
ま
た

い
で
の
往
来
の
規
制
は
解
除

さ
れ
ま
し
た
が
、
一
抹
の
不

安
を
感
じ
ま
す
。
マ
ス
ク
の

着
用
や
手
洗
い
・
消
毒
を
心

が
け
、
感
染
防
止
に
努
め
た

い
も
の
で
す
。

（
委
員　

岩
﨑　

健
二
）

４日　本会議（提案説明・質疑）

９日　本会議（一般質問）

10日　本会議（一般質問）

11日　委員会

14日　委員会

23日　本会議（審査報告・表決）

※変更になる場合があります。

市議会は、市の予算や施策に

ついて話し合い、決定する大切

な場所です。ぜひ傍聴にお越し

ください。

来られない方は、市ホーム

ページ内、市議会ページの議会

中継、中継録画をご利用くださ

い。

議 会 を 傍 聴 し て み ま せ ん か

議会中継への二次元

コードはこちら　　→

中継録画への二次元

コードはこちら　→

学校の社会科見学やＰＴＡ、各種団体等の研修でも傍聴できます。

会議録は市役所・三笠支所・大川出張所・図書館で閲覧できます。

傍聴席は市役所４階になります。

９月定例会のお知らせ９月定例会のお知らせ

〈応募内容〉

①　クイズＱ１，２の答え

②　議会だよりへの感想か市政へのご意見・ご要望

③　住所・氏名・性別・年齢・電話番号を記入頂き、右

記のいずれかの方法で応募下さい。

④　応募締切は９月18日です。（消印有効）

＊ご感想・ご意見・ご要望は誌面でご紹介させていた

だく場合があります。氏名は掲載されません。

〈応募方法〉

・ハガキ：〒８９９－１６９６
阿久根市鶴見町２００番地
阿久根市役所議会事務局宛

・ＦＡＸ：０９９６－７２－２０２９
・メール：gikai@city.akune.kagoshima.jp
〈応募資格〉

阿久根市民に限ります。
※　当選は、商品の発送をもってかえさせていた
だきます。

議会だよりの内容から出題されるクイズにチャレンジしてみませんか。答えはこの議会だよりの中に。

よく読んで答えを見つけてみよう！正解者の中から５名様に商品券（1,000円）を進呈します。

Ｑ１　補正予算として、売上を減らした（　Ａ　）農家、漁業者・（　Ｂ　）仲買人に支援金が給

付されます。

Ｑ２　（　Ｃ　）・出水・長島・水俣の住民に当市宿泊費を（　Ｄ　）％助成する事業が実施され

ます。

～前回（206）の答え～

Ａ：一般　Ｂ：特別　Ｃ：水道　Ｄ：１　Ｅ10

ク イ ズ 議 会 だ よ りfrom


